
現代人のための日本の歴史

古代の「大阪」とその文化

立命館アカデミックセンター　おとなの学び舎　2017

６/２( 金 )

申込受付開始

第 2 回　7/31 (月)

お申込み方法は裏面をご覧下さい

[ お問合せ・お申込み先 ]
立命館アカデミックセンター事務局（大阪富国生命ビル 14 階）
http://www.ritsumei.ac.jp/acr/
TEL：06-6360-4804（窓口時間 月～金 10:00 ～ 17:00）　FAX：06-6360-4894
E-mail：acr02@st.ritsumei.ac.jp
※お電話・メール・郵送でのお申込みはできません。

[ 会 場 ]

立命館大阪梅田キャンパス（大阪富国生命ビル 5階）
〒530-0018　大阪市北区小松原町２-４　大阪富国生命ビル５階

100 名 (最少開講人数 50 名 )

※申込多数の場合は抽選
定員
各回

受講料
1回

●実施時間：16：00-17：40 ※10 分間の質疑応答・休憩時間あり

FAX申込 1,700円
インターネット申込 1,500円(いずれも税込)

講　師：　
ほんごう

本郷 
まさつぐ

真紹　立命館大学　文学部教授

1957 年生まれ。京都大学出身 ・ 文学博士。1996 年より立命館大学文学部にて教鞭をとる。

おもな研究テーマは日本古代史、宗教史。7 ～ 9 世紀の日本古代律令国家の宗教政策、地域に

おける宗教交渉過程（仏教と神祇信仰の関係）、古代宗教制度の史的意義、古代王権の宗教的性

格。主な編著書に、「律令国家仏教の研究」（法蔵館）、「日本の名僧１　和国の教主聖徳太子」（吉

川弘文館）、「行基事典」（国書刊行会）など多数。現在は、教壇に立つ傍ら、全国で社会人や高校

生に向けて様々な講演を行っている。

行基とゆかりの寺院行基とゆかりの寺院第 3 回 8/7( 月 ) 聖徳太子と四天王寺聖徳太子と四天王寺第 1 回 7/24( 月 )

光明皇后と智識寺光明皇后と智識寺第 2 回 7/31( 月 ) 道鏡と弓削寺道鏡と弓削寺第 4 回 8/21( 月 )



立命館アカデミックセンター　お申込み概要
　現代人のための日本の歴史　古代の「大阪」とその文化

立命館アカデミックセンター　お申込み概要
　現代人のための日本の歴史　古代の「大阪」とその文化

インターネットでのお申込み

お申込みにあたっての注意事項

委託先 株式会社クレオテック ( 学校法人立命館 100%出資会社 )

６月２日 ( 金 )10:00 ～　ホームページで受付開始　ＵＲＬ：http://www.ritsumei.ac.jp/acr/６月２日 ( 金 )10:00 ～　ホームページで受付開始　ＵＲＬ：http://www.ritsumei.ac.jp/acr/http://www.ritsumei.ac.jp/acr/

①「受講申込書」に必要事項を記入のうえ、下記申込み先まで
FAX でお送り下さい。
※お電話・メール・郵送でのお申込みはできません。

②お申込み多数の場合は抽選抽選を行います。抽選結果はお申込
みの方全員に７月上旬にお知らせいたします。

◎申込み後のキャンセル、払い戻しはお受けできません。
◎代理受講は認めておりません。また欠席講義の他講座へのお振替はできません。
◎欠席や遅刻に対する返金は一切お受けしません。
◎自然災害や交通機関のトラブル、講師の病気など不可抗力な事情により休講や
開講日を変更することがあります。
事前に休講もしくは開講日の変更が判明した場合は、お知らせいたします。
その場合の受講料の払い戻し、旅費や宿泊費のキャンセル費用などについては
補償できかねます。但し、上記以外の立命館アカデミックセンターの責に帰す
べき事由により不開講となった場合は、受講料を返金します。
◎本講座を終了しても、立命館大学並びに大学院の単位認定、また文部科学省並
びに他の公式機関が認定する単位及び学位の授与は行われません。
◎講義の録音・録画・画像のコピー、教材の無断複写および配布はお断りいたし
ます。

◎立命館アカデミックセンターでは、「個人情報の保護に関する法律」および「学
校法人立命館個人情報保護規程 (※)」を遵守し、立命館アカデミックセンター
が収集する個人情報は、講座運営や講座分析に関わる業務のみに使用します。
また収集する個人情報は、本法律、本規程に則り、漏洩・滅失・毀損等がない
ように安全に管理します。
※こちらでご確認いただくことができます。
http://www.ritsumeikan-trust.jp/info/privacypolicy/g01_j/

◎立命館アカデミックセンターは、本法律・本規程に定める場合を除き、個人情
報を予め本人の同意を得ることなく第三者に提供することはいたしません。
◎立命館アカデミックセンターは、個人情報の取り扱いを含む業務の一部を個人
情報の適切な取り扱いに関する契約を締結した上で、次の事業者に委託してい
ます。

③ご当選の方には「受講受付確認書」「郵便払込票」をお送り
いたしますので、受講料を納入（郵便払込）願います。
※事務局窓口にて現金で納入することはできません。
※払込手数料は申込者のご負担でお願いいたします。
※事務局より受講料納入確認の通知は行いません。

FAX でのお申込み

受講申込書

FAX 送付先 : 06-6360-4894　FAX 送付先 : 06-6360-4894　▼希望する受講日該当欄に○印をつけて下さい。 

フリガナ

ご氏名

性別

生年月日 ( 西暦 )

年齢

立命館大阪梅田キャンパス公開講座の受講者 ID( お持ちの方 )

男　・　女

年　　　月　　　日

歳
ご住所　〒

TEL( 自宅 ) FAX

E-mailTEL( 携帯 )

0 0

※クレジットカード払いのみになります。　当選された場合のお支払はJCB・VISA・Master Card・American Expressをご使用いただけます。
※お申込み後、自動返信メールが届きます。3営業日を過ぎて自動返信メールが到着しない場合は、お手数ですが表面お問い合わせ先にご連絡下さい。

第1回

第2回

7/24(月 )  聖徳太子と四天王寺

7/31(月 )  光明皇后と智識寺

第3回

第4回 8/21(月 )  道鏡と弓削寺

8/7(月 )  行基とゆかりの寺院

申込受付期間
６月２日 ( 金 )

~ 　

６月 15日( 木 )

近年、八尾市で大規模な寺院跡と目される遺跡が見つかり、道鏡が建立に尽力した

弓削寺跡である可能性が濃厚と言われます。称徳天皇の厚い信任を受けて皇位を

窺ったとされ、ともすれば悪僧というイメージで捉えられがちな河内出身の僧につい

て、先入観を廃して、道鏡が歴史の舞台に現れた意義について考えます。

第 4 回　8 月 21 日（月）　道鏡と弓削寺第 4 回　8 月 21 日（月）　道鏡と弓削寺

日本仏教の礎を築いたといわれる聖徳太子、『日本書紀』によれば、蘇我馬子による

物部守屋討滅の戦に従軍した厩戸王子（聖徳太子）が戦勝を祈願し、四天王の像を

刻んだことを契機として、戦後建立されたのが、四天王寺と伝えられています。この

伝の検証を含めて、聖徳太子の虚像と実像について考察します。

第 1 回　7 月 24 日 ( 月 )　聖徳太子と四天王寺第 1 回　7 月 24 日 ( 月 )　聖徳太子と四天王寺

和泉地方の出身であった行基は、朝廷の批判を受けながらも独自の活動を展開し、

多くの寺院を建立すると共に、田地の開発、道路 ・灌漑池 ・橋梁の建設、救済施設

である布施屋の設置といった社会活動を展開しました。晩年は大仏造立に協力して

大僧正の位を与えられた行基の生涯を展望し、その活動の意図するところを考察し

ます。

第 3 回　8 月 7 日 ( 月 )　行基とゆかりの寺院第 3 回　8 月 7 日 ( 月 )　行基とゆかりの寺院

聖武天皇が盧舎那大仏の造立を発願したのは、天平 12年（740）年に河内の智識寺

で盧舎那仏を参拝したのがきっかけとされます。この参拝に誘ったのが、仏教の篤信

家で、もと河内国で育った可能性のある光明皇后でした。当時の政治と文化に極め

て大きい影響力を有した光明皇后の仏教興隆事業について、再考を試みます。

第 2 回　7 月 31 日 ( 月 )　光明皇后と智識寺第 2 回　7 月 31 日 ( 月 )　光明皇后と智識寺


